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牛乳乳製品に関する食生活動向調査2022

『 牛乳の購買・飲用の状況に関する緊急調査報告
（牛乳消費低迷と物価高との関係を探る調査／2022年6月時点）』
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調査背景 2

コロナ禍の初年度であった一昨年、牛乳乳製品は、巣ごもり需要により家庭内消費において盛り上っ
たものの、昨年はその反動や行動制限等の解除もあって、その消費は落ち着きを見せました。

牛乳乳製品統計（農林水産省）では、直近の、観光地やオフィス街、繁華街等での人出の回復を反映
して、業務用消費は一定程度伸びていることが確認されますが、全体として牛乳類の消費は盛り上がる
状況にまで至っていません。

また、家計調査（総務省）における家計支出によれば、牛乳乳製品に対する支出額は今年の３月から
前年をかなり下回る傾向にあり、春先から初夏にかけての牛乳類の消費は、コロナ禍前の水準を大きく
下回る低調な状況が続きました。

昨年来、電気料金、輸入原料等に影響される食品、資材、日用品などを含めて、相次いで値上げが公
表されるなかで、牛乳類については、価格改訂がなされていません。一方で、こうした物価高が生活者
における消費マインドに影響を与えていることは間違いないと推察されます。

この度、牛乳類の消費低迷の実態を明らかにするため、生活者に対する緊急調査を実施しました。今
後、ウイズコロナ・アフターコロナにおいて、業務用需要の回復だけでなく、インバウンド需要の回復
にも期待したいところですが、本調査により、物価高の影響が消費者の購買行動にどのように影響して
いるのか、今後の牛乳類の消費動向と消費喚起策を考える興味深い論点が得られているものと考えます。
本調査の結果が、業界関係者の事業推進の一助となれば幸いです。

２０２２年７月 一般社団法人Ｊミルク



調査手法 3

調査手法

インターネットを活用した、消費者パネルに対するアンケート調査

調査時期

２０２２年６月３日（金）～ ６月５日（日）

対象者属性

全国の１５歳～７０歳代の男性・女性

サンプル数

割 付

国勢調査の人口構成データなどを参考に性別、年代別、地域別で割付

５,０００ｓｓ



報告内容 4

１．牛乳利用の減少意識／増加意識の推移

２．牛乳の利用が減少した人における減少前と現在での消費動向比較分析

３．牛乳の利用が減少した人と増加した人の消費意識（利用変化の背景にあるもの）

４．牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答）

５．総括と今後の展開



１．牛乳利用の減少意識／増加意識
の推移
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➢ 牛乳では、昨年１０月時に比べて、６月時点で減少意識が強まっている。

➢ 他のすべての食品・飲料において、減少意識は強まっている。コロナ禍で利用が増加した麺類は、減少意識が約３倍となっている。

食品の利用減少への意識の推移 6

いま現在、あなたご自身やご家族が食べたり飲んだりする機会・回数が減ってきているものをお知らせください。
今年の６月時点において、あなたが食べたり飲んだりする機会・回数が≪減ってきている≫と思うものをお知らせください。

減少意識

N=11500/5000

（％）
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➢ 牛乳は、昨年１０月時に比べて、６月時点で増加意識は弱まっている。

➢ 牛乳の他、麺類、ご飯、野菜、肉・魚料理、等の主食類の増加意識は、昨年１０月時に比べて、６月時点でおよそ半減している。

食品の利用増加への意識の推移 7

いま現在、あなたご自身やご家族が食べたり飲んだりする機会・回数が増えてきているものをお知らせください。
今年の６月時点において、あなたが食べたり飲んだりする機会・回数が≪増えてきている≫と思うものをお知らせください。

N=11500/5000

増加意識

（％）



➢ 牛乳の増加意識の推移は、昨年１０月時点が１６．１％だったのに対して、今年の６月時点で６．９％であり、９．２％減っている。

➢ その一方で、牛乳の減少意識は、昨年１０月時点は５．７％だったのに対して、今年の６月時点で１０．１％であり、４．４％増えている。
また、不変意識も昨年１０月時点は７８．３％であったのが、今年の６月時点で８３．０％であり、４．７％増えている。

牛乳利用における増減意識の推移 8

いま現在、あなたご自身やご家族が食べたり飲んだりする機会・回数が減ってきているものをお知らせください。
今年の６月時点において、あなたが食べたり飲んだりする機会・回数が≪減ってきている≫と思うものをお知らせください。
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いま現在、あなたご自身やご家族が食べたり飲んだりする機会・回数が増えてきているものをお知らせください。
今年の６月時点において、あなたが食べたり飲んだりする機会・回数が≪増えてきている≫と思うものをお知らせください。

今年６月時点昨年１０月時点



２．牛乳の利用が減少した人における
減少前と現在での消費動向分析



➢ 今年６月時点で、牛乳利用が減少したと思う人の利用頻度について、減少前と現在とを比較すると、減少前に比べて現在では、週３日以上の頻
度構成比が減少して、週２日以下の頻度構成比が増加している。

今年６月時点で牛乳利用が減少した人の利用頻度の推移 10

いま現在、あなたは牛乳をどれくらいの頻度で飲んだり、利用していますか。
牛乳の利用が減少する前（今年の４月以前）、あなたは牛乳をどれくらいの頻度で飲んだり、利用していましたか。
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➢ 今年６月時点で、牛乳利用が減少したと思う人の１日あたり飲用量について、減少前と現在とを比較すると、減少前に比べて現在では、４００
ｍｌの構成比が減少して、１００ｍｌ未満の構成比が増加している。

今年６月時点で牛乳利用が減少した人の１日あたり飲用量の推移 11

いま現在 、あなたは牛乳を、１日に合計でどれくらいの量（※）、飲んだり利用したりしていますか。
牛乳の利用が減少する前（今年の４月以前） 、あなたは牛乳を、１日に合計でどれくらいの量（※）、飲んだり利用したりしていましたか。
コーヒーなど他の飲み物に混ぜたり、シリアルにかけたりなど、そのまま飲む以外の場合も含めてお答えください。
(※ 牛乳の量の目安は「 牛乳大パック1個あたり1L / 牛乳小パック1個あたり500ml / 牛乳ビン1本あたり180ml 」です。
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➢ 今年６月時点で、牛乳利用が減少したと思う人の牛乳利用方法(MA)について、減少前と現在とを比較すると、減少前に比べて現在では、いずれ
も利用が減少しているが、特に「そのまま飲む」と「その他（料理利用など）」が大きく減少している。

今年６月時点で牛乳利用が減少した人の牛乳利用方法の推移 12

いま現在、あなたが牛乳を利用するときの方法をすべてお知らせください。
牛乳の利用が減少する前（今年の４月以前）、あなたが牛乳を利用したときの方法をすべてお知らせください。
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➢ 今年６月時点で、牛乳利用が減少したと思う人の牛乳購入場所(MA)について、減少前と現在とを比較すると、減少前に比べて現在では、特に
「スーパーマーケット（店舗）」での購入が大きく減少している。

今年６月時点で牛乳利用が減少した人の牛乳購入場所の推移 13

いま現在、あなたが飲んだり・利用したりする牛乳の購入場所をすべてお知らせください。
牛乳の利用が減少する前（今年の４月以前）、あなたが飲んだり・利用したりしていた牛乳の購入場所をすべてお知らせください。
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➢ 今年６月時点で、牛乳利用が減少したと思う人の牛乳購入価格(MA)について、減少前と現在とを比較すると、減少前に比べて現在では、特に
「１５０円未満」の価格帯での購入が大きく減少している。

今年６月時点で牛乳利用が減少した人の牛乳購入価格の推移 14

いま現在、あなたが飲んだり・利用したりすることのある牛乳の価格帯をすべてお知らせください。
牛乳の利用が減少する前（今年の４月以前）、あなたが飲んだり・利用したりしていた牛乳の価格帯をすべてお知らせください。
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３．牛乳の利用が減少した人と増加した人の
消費意識（利用変化の背景にあるもの）



➢ 今年の６月時点において、食品の価格上昇を感じている人の割合は全体で７２％に達する（上図）。

➢ 牛乳の利用減少者（赤）よりも、利用増加者（青）の方が、比較的に食品全般の価格上昇に関する感度が高めに表れている（下図）。

今年６月時点における物価全体の上昇意識／価格が上昇したと思う食品 16

今年の６月時点において、あなたは食品の≪物価上昇≫をどれくらい実感していますか。
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今年の６月時点において、あなたの感覚として≪価格が上昇した≫と思うものをお知らせください。
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➢ 今年の６月時点において、牛乳利用が減少したと思う人も、増加したと思う人も、いずれも女性の割合が高い。

➢ なかでも、牛乳利用が減少したと思う人は、女性４０－５０代が特徴的に多くなっているのに対して、牛乳利用が増加したと思う人は、女性６
０－７０代が特徴的に多くなっている。

今年６月時点における牛乳利用の増減意識に関する性年代別構成 17

今年の６月時点において、あなたが食べたり飲んだりする機会・回数が≪減ってきている≫と思うものをお知らせください。
今年の６月時点において、あなたが食べたり飲んだりする機会・回数が≪増えてきている≫と思うものをお知らせください。
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➢ 今年の６月時点において、牛乳利用の減少(意識)者に聞いた牛乳の減少理由について、昨年１０月時点と比較すると、「食べ物・飲物全体の量が減った」や「経済的
に厳しくなった」が特徴的に高くなっている。その一方で「牛乳の価格が高くなった」は特徴的に低くなっている。

➢ 牛乳の価格は、実際には値上げをしていないものの、食品全体の値上げによる家計の悪化意識から、食品全般の購入が減り、それに引っ張られるように、牛乳も利用
が減っていることが確認される。

➢ また、牛乳減少の理由として昨年１０月時点では設定しなかった４つの選択肢のうち、今回の調査では、「栄養（バランス）の意識が弱くなった」と「健康全般の意
識が弱くなった」の回答が目立つ結果となった。

今年６月時点における牛乳利用の減少者における減少理由の推移 18

いま現在、あなたご自身やご家族の「牛乳」利用が減っているのは、どんな理由や事情からだと思いますか。
今年の６月時点において、あなたの牛乳の利用が減っているのは、どんな理由や事情からだと思いますか。
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➢ 今年の６月時点において、牛乳利用の増加(意識)者に聞いた牛乳の増加理由について、昨年１０月時点と比較すると、「健康全般を意識するようになった」が特徴的
に低くなっている。牛乳利用の減少理由として新たに設定した「栄養（バランス）の意識が弱くなった」と「健康全般の意識が弱くなった」の回答の減少理由として
目立つこと（前頁）と併せて考察すると、健康全般への意識が弱まったことが、このタイミングで牛乳消費量が減少している特徴的な要因の一つとも考えられる。

➢ その一方で、「たんぱく質をとりたい」「その他の牛乳を使った料理や飲み物をつくるようになった」「栄養（バランス）を意識するようになった」「コーヒーに入
れ、カフェオレで飲む」は他の増加理由と比べても伸びが目立つことから、『たんぱく質を中心とした栄養訴求（もしくは栄養パランスへの意識強化）』と、牛乳を
そのまま飲むのではなく料理やカフェオレに利用するといった『料理・飲み物の素材としての牛乳利用提案』が、今後の牛乳の消費量を支えるもしくは増加を促進す
るものとして期待される。

今年６月時点における牛乳利用の増加者における増加理由の推移 19

いま現在、あなたご自身やご家族の「牛乳」利用が増えているのは、どんな理由や事情からだと思いますか。
今年の６月時点において、あなたの牛乳の利用が増えているのは、どんな理由や事情からだと思いますか。
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➢ 牛乳利用の増加者も減少者も≪新型コロナウイルスへの予防意識≫は、いまだに強化傾向が強い。

➢ そればかりか牛乳利用の減少者のなかで、理由として「健康全般の意識が弱くなった」と「栄養（バランス）の意識が弱くなった」を回答した
人は、むしろ『新型コロナウイルスへの予防意識』の強化傾向がとても強くなっている（緑線内）。「健康全般の意識が弱くなった」と「栄養
（バランス）の意識が弱くなった」による牛乳利用の減少と新型コロナウイルスへの意識との因果関係の解明は、今後の課題である。

⇒ 経済的困窮によって、「健康全般 ／栄養（バランス）」への意識が弱くなることはあるのか、それとも他の理由が存在するのか・・・？

今年６月時点における「新型コロナウイルス」に対する予防への意識 20

今年の６月時点における、あなたが≪新型コロナ≫に対する≪予防への意識≫はどの様に変化していますか。
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４．牛乳の利用が減少した人と増加した人
における変化の理由（自由回答）



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 22



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 23



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 24



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 25



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 26



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 27



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 28



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 29



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 30



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 31



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 32



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 33



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 34



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 35



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 36



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 37



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 38



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 39



牛乳の利用が減少した人と増加した人における変化の理由（自由回答） 40



５．総括と今後の展開



総括 42

1. 今年の６月時点において、牛乳利用が減少しているという人の割合は１０．１％であり、
昨年１０月時点（食生活動向調査2021）のそれに比べて４．４％増加している。その一方
で、今年の６月時点において、牛乳利用が増加しているという人の割合は６．９％であり、
昨年１０月時点に比べて９．２％も減っている。

2. 今年の６月時点において、牛乳利用が減少しているという人の牛乳の利用頻度を、減少前
と現在で比較すると、減少前に比べて現在では「週３日以上」の割合が減少しており、
「週２日以下」の割合が増加している。
また、１日あたりの牛乳飲用量では、減少前に比べて現在では「４００ｍｌ」の割合が減
少しており、「１００ｍｌ未満」割合が増加している。

3. 今年の６月時点において、牛乳利用方法について、減少前と現在で比較すると、いずれの
利用方法でも減少しているが、なかでも「そのまま飲む」と「その他（料理利用など）」
が目立って減少している。
また、牛乳購入場所と牛乳購入価格について、減少前と現在で比較すると、特に「スー
パーマーケット（店舗）」での購入が減少しており、「１５０円未満」の価格帯での購入
が目立って減少している。



総括 43

4. 今年の６月時点において、食品の価格上昇を感じている人の割合は７２％に達する。

5. 今年の６月時点において、牛乳利用が減少したと思う人も、増加したと思う人も、いずれ
も女性の含有率が高い。ただし、牛乳利用が減少したと思う人は、女性の４０－５０代が
特徴的に多くなっているのに対して、牛乳利用が増加したと思う人は、女性の６０－７０
代が特徴的に多くなっている。

6. 今年の６月時点において、牛乳利用が減少しているという人にその理由を問うと、牛乳は
実際に値上げをしていないものの、食品全体の値上げによる家計の悪化意識から、食品全
般の購入が減り、それにつられて牛乳の利用も減っているといった状況を推測することも
できる。ただし、食品全般の物価上昇意識は、牛乳減少者よりも牛乳増加者の方が高く
なっており、食品の物価上昇意識そのものにより、牛乳の利用減少がもたらされているわ
けではない（世帯の家計状況を把握すべきか）ことがわかる。

7. 今年の６月時点において、牛乳利用が増加しているという人にその理由を問うと、たんぱ
く質を中心とした栄養（バランス）意識の強化と、牛乳を料理やカフェオレに利用すると
いった料理・飲み物の素材としての牛乳の利用意識が目立つ。



今後の展開（自由回答による意見も参考） 44

今年の６月時点において、牛乳利用が変化（減少／増加）している人の自由回答を見ると、そ
こには以下に挙げるいくつかの興味深い論点（今後の検討課題）があると考えられる。

a. 小麦を原料とする洋食周りの食材価格上昇からの影響（→和食化へ？） 。牛乳と和食との
相性意識への働きかけ、改めて乳和食をアピールしていく必要性。

b. 朝食に関わる食品の価格上昇と、それに伴う朝食を摂る頻度の低下からの影響。朝食として
牛乳・乳製品だけでも摂ることのススメ。

c. 家計の困窮を起因とした（未だ価格上昇していない）牛乳利用の増減を分けるポイントの解
明。食事から牛乳が削られないための要訣とは...。

d. 新型コロナウイルスとは関係のない健康・栄養意識低下の影響。その一方で、牛乳増加者に
おいて、運動・体づくり・たんぱく質関連での牛乳利用が目立つ。暑い夏を乗り切る・熱中
症対策といった局面での牛乳利用や、牛乳・乳製品の優れた健康・栄養効果を啓発していく
には...。



今後の展開（自由回答による意見も参考） 45

e. 年末年始の生乳廃棄問題の訴求からしばらく経つにもかかわらず、いまだに牛乳の利用増加
者のコメントにおいて言及が目立つ。牛乳消費の訴えとともに、生産者と消費者の間にある
共助意識をこれからも保護育成していくには...。

f. ＳＤＧｓ関連意識に対する今後の影響。家畜への意識、酪農家への共感意識、酪農乳業全般
への共感意識。

g. 牛乳の利用減少が目立つ４０－５０代女性におけるアンチミルク・ビーガン・豆乳への言及。
このようなテーマに関する生活者意識の追跡・捕捉の必要性。

h. 牛乳の賞味期限延長等の更なる技術開発や、食材の一つとして利用されるための製品開発。

i. 暑くなってきたときに重宝されるような新たな牛乳レシピ開発の必要性と、牛乳消費を後押
しするレシピの一般化。
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【本調査に関するお問い合わせ】
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